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背景・目的 
本研究ではヒトの意識を伴わない学習として知られる潜在学習（implicit learning）にお
ける選択的注意の役割を検討した。潜在学習は、環境から入力される情報の間に存在する

規則性を学習意図なしに獲得すること、また獲得した規則を意識的に操作できないこと、

によって操作的に定義される。潜在学習研究は、言語獲得の過程における無意図性に着目

した Reber（1967）が人工文法学習課題を用いて検討して以来、系列反応学習課題などの
課題を用いて実験的に検討されてきた。 
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図 1：本研究で用いられた 2つの人工文法。 

 
人工文法学習では、無意味文字列を生成する人工文法（図 1）を用いる。一般的な人工文
法学習課題は学習段階とテスト段階に分けられており、学習段階では、人工文法から生成

された文字列を実験参加者に呈示する。その後、人工文法の存在を伝え、テスト段階では

文法に従った文字列（文法文字列）と逸脱した文字列（逸脱文字列）の弁別課題を行わせ
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る。実験参加者は偶然より高い確率で文法文字列を選択できる反面、判断基準を説明でき

ない。テスト段階での文法文字列は学習段階での文字列とは同一ではないため、学習段階

での記憶だけでは説明できず、抽象的な文法規則の学習であるとされている。 
先行研究では、こうした潜在学習と人間の知能およびその下位概念との関連の検討や脳

損傷の症例研究もなされており、潜在学習は従来の心理学の分野で取り上げられてきた人

間の認知能力とは異なる機序に基づく能力であると示唆されている。また、非意図的な状

況で学習が成立し、学習内容を意識的に参照できないという性質から、学習の成立におけ

る意識の介在の有無が中心的な議論のひとつになっている。心理学的意味において意識と

密接な関係にある注意に関しても、潜在学習においてどのような役割を果たしているのか

が議論されてきた。注意に関しては、入力情報の取捨選択を行う選択的注意と、より高次

な情報処理を行う注意資源に大別して検討されるのが一般的であるが、それぞれに関して

潜在学習と関連が検討されている。 
しかし、人工文法学習課題の研究に関しては二重課題法を用いて注意資源との関連を検

討した研究（Dienes, Broadbent, & Berry, 1991）しかない。人工文法学習課題は他課題に
比べ視覚的入力の果たす役割が大きいとされているため、同様に視覚的要素の強い選択的

注意との関係を検討する必要があった。本研究ではその検討を可能にするため、GLOCAL
文字列を考案した（図 2）。 
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図 2：本研究で用いられた GLOCAL文字列。 
 

GLOCAL文字列は大域／局所文字（Navon, 1977）で構成された文字列のことである。
大域、例えば Nを読もうとしても、それを構成している局所、例えば Bが読みに干渉する
ことが知られている。反対の場合も同様である。つまり、大域／局所のどちらかに選択的

注意を向けても不可避的に反対側の文字情報も入力される特性がある。この大域／局所文

字を用いた GLOCAL文字列は、原理的には大域／局所で異なる 2つの人工文法を学習する
のに十分な情報を呈示できる。もし人工文法学習に選択的注意が必要ないのであれば、

GLOCAL文字列の呈示によって 2つの人工文法を学習でき、反対に選択的注意が必要であ
れば、大域／局所のいずれかの属性に注意を向けることで注意を向けた属性からのみ人工

文法の学習が可能になる。本研究ではこの仮説をもとに、選択的注意が人工文法学習で担

う役割に関して検討した。 
実験に先立ち、第二章では実験刺激の妥当性を検証する 2 つの予備的実験を実施した。
まず、実験に用いる 2 つの人工文法の独立性、すなわち、一方の文法知識で他方の文法に
関する判断が可能でないか確認した。さらに大域／局所属性間の相互干渉の存在を確認し
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た。具体的には GLOCAL文字列の大域／局所属性が同一である場合と異なる場合の 2つの
状況での文字列の書き写し速度を検討した。以上の予備的実験から使用刺激の妥当性が確

認された。 
 
実験 
第三章では、選択的注意が人工文法学習に必要かどうかを検討した（実験 1）。結果、

GLOCAL文字列の大域／局所属性の内、注意を向けた属性（注意属性）からのみ人工文法
を学習し、注意を向けていない属性（非注意属性）からの学習は成立しなかった。つまり、

人工文法学習に選択的注意は必須であり、非注意属性からは人工文法を学習できないこと

が示された。しかし非注意属性からの視覚的入力はどの段階で阻害されるのか、すなわち

入力過程で積極的に抑制されているのか、それとも入力後の情報から抽象的な文法知識を

抽出する過程で阻害されているのか、の 2通りの解釈可能性が残された。 
第四章では、非注意属性からの入力に関する検討を行った（実験 2）。具体的にはテスト
段階で用いる文法文字列のうち、半数には GLOCAL文字列として呈示された文字列（旧文
字列）を、残りにテスト段階で初めて呈示される文字列（新文字列）を割り当てた。もし

入力情報を積極的に抑制しないなら、旧文字列の記憶痕跡は残されており、旧文字列の正

答率は上昇すると予測された。逆に積極的に抑制するなら、旧文字列の記憶痕跡も残され

ず、従って正答出来ないと予測された。結果、非注意属性からの入力情報を積極的に抑制

することが支持された。つまり選択的注意の抑制的機能も明らかになった。加えて、大域

に注意を向けた方が局所に注意を向けるより成績が向上することがわかった。情報源とな

る刺激の知覚的特性が学習成績に影響することを示しており、人工文法学習における知覚

情報の重要性を示唆した。 
第五章では、人工文法学習課題における刺激の知覚属性の影響を検討した（実験 3）。大
域／局所の別に基づく成績差が刺激の知覚的な負荷に起因するとの仮説を検証した。具体

的には新たな知覚的負荷として GLOCAL文字列の輝度を独立変数（高／低輝度条件）とし
た。結果、低輝度条件では、注意属性からの文法学習もできなくなった。さらに低輝度条

件では旧文字列と新文字列の間で旧文字列に関する正答率が有意に高くなった。これは非

注意属性からの視覚的入力の抑制に失敗した結果であると解釈された。 
 
考察・結論 
 以上から、人工文法学習には選択的注意が必要であることがわかった。また、注意を向

けていない情報の抑制も人工文法学習の成立に影響することが明らかとなった。さらに刺

激の知覚的負荷が潜在学習の成績に影響を及ぼすことが明らかになった。選択的注意の役

割に関しては、従来、偶発学習場面における潜在学習の成立という側面に焦点が当てられ

たため、潜在学習の自動性が重視されていた。しかし、潜在学習が生じる実験状況を巨視

的に見たとき、呈示刺激への注意という実験手続き上の要素が自明のこととして見過ごさ
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れてきたともいえる。本研究では実験場面の文脈に埋め込まれた潜在学習における必須要

素を明確にした。 
 刺激の知覚的負荷に関しては、文法学習の情報源となる視覚刺激の物理的属性も文法学

習に関与していることがわかった。具体的には、大域／局所の別でみたときは大域からの

人工文法学習のほうがよい成績であり、高輝度／低輝度の別でみたときは高輝度文字列の

人工文法学習の方がよい成績であることがわかった。これは視覚情報が注意とは独立に人

工文法学習に影響していることを示している。低輝度条件であっても学習段階で刺激が見

えなかったのではない。つまり、抽象的な規則性の学習に知覚的入力の強度が影響するこ

とを示唆しており、人工文法学習における知覚的要素の重要性に関する先行研究の示唆と

一致する。 
 これら一連の結果は、関連刺激の知覚と非関連刺激の抑制、そして関連刺激の処理によ

る文法の抽出の 3 つの機能を想定し、相互に有限資源を共有すると仮定することで統一的
に説明できる可能性が示唆された。具体的には、関連刺激の知覚的負荷が高い場合、低い

場合に比べて知覚に多くの資源が割かれるため、相対的に処理による文法抽出の成績が低

下する。さらに関連刺激の負荷が高まると処理が困難になる上に、非関連刺激の抑制が困

難になる。こうした枠組みは近年の注意理論の枠組みとも一致する。 
本研究から、潜在学習においては選択的注意が重要な役割を果たしており、入力された

情報全てから規則性を抽出しているのではなく、一定の注意を向けたものから規則性を学

んでいることが明らかになった。加えて主体的な情報の選択からのみ成立するのではなく、

環境からの情報の強度に制約を受けていることも明らかとなった。 
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